
表 1437　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　equilibrated Kt/V（eKt/V）別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者 透析回数週３回 透析歴２年以上）

equilibrated Kt/V
（eKt/V）

なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

0.4未満 2 2 1 3
（％） (100.0) (100.0)
0.4～ 27 27 1 1 29
（％） (100.0) (100.0)
0.6～ 106 5 111 4 11 126
（％） (95.5) (4.5) (100.0)
0.8～ 445 24 3 3 475 14 45 534
（％） (93.7) (5.1) (0.6) (0.6) (100.0)
1.0～ 1,306 89 6 10 9 1,420 47 138 1,605
（％） (92.0) (6.3) (0.4) (0.7) (0.6) (100.0)
1.2～ 1,808 148 7 22 23 2,008 78 202 2,288
（％） (90.0) (7.4) (0.3) (1.1) (1.1) (100.0)
1.4～ 1,288 101 16 15 1,420 51 136 1,607
（％） (90.7) (7.1) (1.1) (1.1) (100.0)
1.6～ 629 57 2 6 9 703 20 59 782
（％） (89.5) (8.1) (0.3) (0.9) (1.3) (100.0)
1.8～ 245 21 1 4 3 274 5 24 303
（％） (89.4) (7.7) (0.4) (1.5) (1.1) (100.0)
2.0～ 163 20 183 5 23 211
（％） (89.1) (10.9) (100.0)
合計 6,019 465 16 61 62 6,623 225 640 7,488
（％） (90.9) (7.0) (0.2) (0.9) (0.9) (100.0)

記載なし 403 24 4 2 433 12 258 703
（％） (93.1) (5.5) (0.9) (0.5) (100.0)
総計 6,422 489 16 65 64 7,056 237 898 8,191
（％） (91.0) (6.9) (0.2) (0.9) (0.9) (100.0)
平均 1.34 1.39 1.33 1.37 1.38 1.35 1.33 1.34 1.35

標準偏差 0.30 0.31 0.27 0.23 0.24 0.30 0.28 0.30 0.30

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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